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(57)【要約】
【課題】配光レンズを小径に設計することが難しいこと
から、内視鏡用照明光学系の光軸直交方向の外形寸法を
小さく抑えることが難しい。
【解決手段】内視鏡用照明光学系は、光ファイバと、光
ファイバの射出端の前段に配置され、該射出端より入射
される光を伝送して射出する導光ロッド部材とを備える
。導光ロッド部材は、射出端の前段に位置するロッド本
体部と、ロッド本体部の前段に位置するロッド先端部と
を有する。ロッド本体部は、射出端側に位置する基端か
ら先端に向かって光軸直交方向の断面積が増加する区間
が無く且つ少なくとも一部の区間で単調減少する形状を
有している。ロッド先端部は、光軸直交方向に対して全
周に亘り、ロッド本体部の先端よりも突出した形状を有
している。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ファイバと、
　前記光ファイバの射出端の前段に配置され、該射出端より入射される光を伝送して射出
する導光ロッド部材と、
を備え、
　前記導光ロッド部材は、
　　前記射出端の前段に位置するロッド本体部と、
　　前記ロッド本体部の前段に位置するロッド先端部と、
　を有し、
　　前記ロッド本体部は、
　　　前記射出端側に位置する基端から先端に向かって光軸直交方向の断面積が増加する
区間が無く且つ少なくとも一部の区間で単調減少する形状を有し、
　　前記ロッド先端部は、
　　　前記光軸直交方向に対して全周に亘り、前記ロッド本体部の先端よりも突出した形
状を有している、
内視鏡用照明光学系。
【請求項２】
　前記ロッド本体部の光軸直交方向の断面形状が円形状であり、前記導光ロッド部材のｄ
線に対する屈折率をＮとし、該ロッド本体部にて最も太い径をＤ１とし、該ロッド本体部
にて最も細い径をＤ２とし、前記ロッド先端部の光軸方向の厚みをＬとした場合に、次の
条件（１）及び（２）
Ｎ＞１．４・・・（１）
１．０≦（Ｄ１・Ｌ）／Ｄ２≦３．０・・・（２）
を満たす、
請求項１に記載の内視鏡用照明光学系。
【請求項３】
　前記ロッド本体部の光軸直交方向の断面形状が前記基端から前記先端に向かって円形状
から楕円形状に変わるものであり、前記導光ロッド部材のｄ線に対する屈折率をＮとし、
該ロッド本体部にて最も太い径をＤ１とし、該ロッド本体部にて最も細い径をＤ２とし、
前記ロッド先端部の光軸方向の厚みをＬとした場合に、光軸と直交する何れの線での断面
においても、次の条件（１）及び（２）
Ｎ＞１．４・・・（１）
１．０≦（Ｄ１・Ｌ）／Ｄ２≦３．０・・・（２）
を満たす、
請求項１に記載の内視鏡用照明光学系。
【請求項４】
　前記ロッド本体部と前記ロッド先端部とが一体形成されている、
請求項１から請求項３の何れか一項に記載の内視鏡用照明光学系。
【請求項５】
　前記ロッド先端部が取り付けられることにより、前記導光ロッド部材の全体を保持して
収容する収容部材
を備え、
　前記ロッド本体部の側面と前記収容部材の内壁面との間に、該側面の全周に亘ってクリ
アランスが形成されている、
請求項１から請求項４の何れか一項に記載の内視鏡用照明光学系。
【請求項６】
　前記導光ロッド部材は、
　　クラッドレス構造である、
請求項１から請求項５の何れか一項に記載の内視鏡用照明光学系。
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【請求項７】
　前記導光ロッド部材は、
　　全体に亘り、前記光軸直交方向の外形寸法が前記光ファイバよりも小さく形成されて
いる、
請求項１から請求項６の何れか一項に記載の内視鏡用照明光学系。
【請求項８】
　前記光ファイバの射出端と前記ロッド本体部の基端とが密接した状態で該光ファイバと
前記導光ロッド部材とが配置されている、
請求項１から請求項７の何れか一項に記載の内視鏡用照明光学系。
【請求項９】
　請求項１から請求項８の何れか一項に記載の内視鏡用照明光学系が組み込まれた、
内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用照明光学系及び内視鏡用照明光学系を備える内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野において、患者の体腔内を観察するための機器として、内視鏡（ファイバスコ
ープ又は電子スコープ）が一般に知られ、実用に供されている。この種の内視鏡には、光
源から供給された光を伝送して体腔内に照射する内視鏡用照明光学系が組み込まれている
（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　特許文献１に記載の内視鏡用照明光学系では、光源から供給された光がライドガイドに
よって内視鏡の先端部内まで伝送される。内視鏡の先端部内まで伝送された光は、ライド
ガイドの射出端から射出され、射出端の前段に配置された配光レンズを介して体腔内に照
射される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－９００９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　患者の負担を軽減するため、内視鏡は細径であるほど好ましい。そこで、例えば、光軸
直交方向（内視鏡の径方向）について内視鏡用照明光学系の外形寸法を小さくすることに
より、内視鏡を細径化することが考えられる。
【０００６】
　一般に、配光レンズは、ライドガイドの射出端から射出された光を取り込んで広い範囲
に配光するため、ライドガイドよりも大きな外径を有している。そのため、内視鏡用照明
光学系の最大外形寸法は、配光レンズによって規定される。従って、配光レンズを小径に
設計することにより、内視鏡用照明光学系の外形寸法を小さくすることができる。
【０００７】
　しかし、ライドガイドの射出端から射出された光を取り込んで広い範囲に配光する光学
性能を確保する都合上、配光レンズを小径に設計することは難しい。
【０００８】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、光軸直交
方向の外形寸法が小さく抑えられた構成でありつつも、ライドガイドの射出端から射出さ
れた光を取り込んで広い範囲に配光することが可能な内視鏡用照明光学系及び内視鏡を提
供することである。
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【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一実施形態に係る内視鏡用照明光学系は、光ファイバと、光ファイバの射出端
の前段に配置され、該射出端より入射される光を伝送して射出する導光ロッド部材とを備
える。導光ロッド部材は、射出端の前段に位置するロッド本体部と、ロッド本体部の前段
に位置するロッド先端部とを有する。ロッド本体部は、射出端側に位置する基端から先端
に向かって光軸直交方向の断面積が増加する区間が無く且つ少なくとも一部の区間で単調
減少する形状を有している。ロッド先端部は、光軸直交方向に対して全周に亘り、ロッド
本体部の先端よりも突出した形状を有している。
【００１０】
　また、本発明の一実施形態に係る内視鏡用照明光学系は、例えば、ロッド本体部の光軸
直交方向の断面形状が円形状であり、導光ロッド部材のｄ線に対する屈折率をＮとし、ロ
ッド本体部にて最も太い径をＤ１とし、該ロッド本体部にて最も細い径をＤ２とし、ロッ
ド先端部の光軸方向の厚みをＬとした場合に、次の条件（１）及び（２）
Ｎ＞１．４・・・（１）
１．０≦（Ｄ１・Ｌ）／Ｄ２≦３．０・・・（２）
を満たす構成としてもよい。
【００１１】
　また、本発明の一実施形態に係る内視鏡用照明光学系は、例えば、ロッド本体部の光軸
直交方向の断面形状がその基端から先端に向かって円形状から楕円形状に変わるものであ
り、導光ロッド部材のｄ線に対する屈折率をＮとし、ロッド本体部にて最も太い径をＤ１
とし、ロッド本体部にて最も細い径をＤ２とし、ロッド先端部の光軸方向の厚みをＬとし
た場合に、光軸と直交する何れの線での断面においても、次の条件（１）及び（２）
Ｎ＞１．４・・・（１）
１．０≦（Ｄ１・Ｌ）／Ｄ２≦３．０・・・（２）
を満たす構成としてもよい。
【００１２】
　また、本発明の一実施形態において、ロッド本体部とロッド先端部とが一体形成されて
いてもよい。
【００１３】
　また、本発明の一実施形態に係る内視鏡用照明光学系は、ロッド先端部が取り付けられ
ることにより、導光ロッド部材の全体を保持して収容する収容部材を備える構成としても
よい。更に、ロッド本体部の側面と収容部材の内壁面との間に、該側面の全周に亘ってク
リアランスが形成されていてもよい。
【００１４】
　また、本発明の一実施形態において、導光ロッド部材は、クラッドレス構造としてもよ
い。
【００１５】
　また、本発明の一実施形態において、導光ロッド部材は、全体に亘り、光軸直交方向の
外形寸法が光ファイバよりも小さく形成されていてもよい。
【００１６】
　また、本発明の一実施形態に係る内視鏡用照明光学系は、光ファイバの射出端とロッド
本体部の基端とが密接した状態で該光ファイバと導光ロッド部材とが配置された構成とし
てもよい。
【００１７】
　また、本発明の一実施形態に係る内視鏡は、上記の内視鏡用照明光学系が組み込まれた
ものである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の一実施形態によれば、光軸直交方向の外形寸法が小さく抑えられた構成であり
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つつも、ライドガイドの射出端から射出された光を取り込んで広い範囲に配光することが
可能な内視鏡用照明光学系及び内視鏡が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係る電子スコープの外観を示す外観図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る内視鏡用照明光学系の構成を示す断面図である。
【図３】本発明の変形例１に係る内視鏡用照明光学系の構成を示す図である。
【図４】本発明の変形例２に係る内視鏡用照明光学系の構成を示す図である。
【図５】本発明の変形例３に係る内視鏡用照明光学系の構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面を参照して、本発明の一実施形態に係る内視鏡用照明光学系、及び該内視鏡
用照明光学系が組み込まれた電子スコープについて説明する。
【００２１】
　図１は、本発明の一実施形態に係る電子スコープ１の外観を示す外観図である。図１に
示されるように、電子スコープ１は、可撓性を有するシース１１ａによって外装された挿
入部可撓管１１を備えている。挿入部可撓管１１の先端部分（湾曲部１４）は、挿入部可
撓管１１の基端に連結された手元操作部１３からの遠隔操作（具体的には、湾曲操作ノブ
１３ａの回転操作）に応じて湾曲する。湾曲機構は、一般的な内視鏡に組み込まれている
周知の機構であり、湾曲操作ノブ１３ａの回転操作に連動した操作ワイヤの牽引によって
湾曲部１４を湾曲させる。湾曲部１４の先端には、硬質性を有する樹脂製筐体によって外
装された先端部１２の基端が連結している。先端部１２の方向が湾曲操作ノブ１３ａの回
転操作による湾曲動作に応じて変わることにより、電子スコープ１による撮影領域が移動
する。
【００２２】
　電子スコープ１には、その全長に亘って内視鏡用照明光学系１００（図１中、点線）が
配置されている。内視鏡用照明光学系１００は、光コネクタピン１５と接続された光源装
置（不図示）から供給される光を先端部１２内に伝送し、伝送された光を先端部１２外に
（すなわち、患者の体腔内に）照射する。
【００２３】
　図２は、内視鏡用照明光学系１００の構成を示す断面図である。図２は、先端部１２内
における内視鏡用照明光学系１００の構成を示しており、内視鏡用照明光学系１００の光
軸ＡＸを含む断面図となっている。
【００２４】
　図２に示されるように、内視鏡用照明光学系１００は、光ファイバ部材１１０及び導光
ロッド部材１２０を備えている。光ファイバ部材１１０は、ファイバ束であるＬＣＢ（Li
ght Carrying Bundle）１１２を外皮部材１１４によって保持したものであり、電子スコ
ープ１の全長に亘って配線されている。
【００２５】
　光ファイバ部材１１０の入射端は、光コネクタピン１５内に収容され保持されている。
光ファイバ部材１１０の射出端１１０ａは、樹脂製筐体である先端部１２内に収容され保
持されている。光ファイバ部材１１０は、入射端に入射された光源装置からの光を伝送し
て、射出端１１０ａから射出する。
【００２６】
　図２に示されるように、導光ロッド部材１２０は、射出端１１０ａの前段に配置されて
おり、樹脂製筐体である先端部１２内に収容され保持されている。導光ロッド部材１２０
は、光ファイバ部材１１０の射出端１１０ａより入射される光を伝送して、先端部１２外
に射出（すなわち、患者の体腔内に照射）する。
【００２７】
　導光ロッド部材１２０は、円錐台状に形成された部分と鍔状に形成された部分とが一体
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に形成された単一の光学部品である。以下、円錐台状に形成された部分をロッド本体部１
２２と称し、鍔状に形成された部分をロッド先端部１２４と称する。図２では、説明の便
宜上、ロッド本体部１２２とロッド先端部１２４との境界を一点鎖線で示す。なお、別の
実施形態では、ロッド本体部１２２とロッド先端部１２４は、別体の光学部品であっても
よい。この場合、ロッド本体部１２２とロッド先端部１２４は、図２中、一点鎖線にて示
された面領域に塗布された接着剤によって固定される。
【００２８】
　ロッド本体部１２２は、光ファイバ部材１１０の射出端１１０ａの前段に位置する。よ
り詳細には、ロッド本体部１２２は、基端１２２ａが射出端１１０ａと密着した状態で先
端部１２内に保持されている。
【００２９】
　ロッド本体部１２２の基端１２２ａは、光ファイバ部材１１０の射出端１１０ａから射
出された光を高い効率で取り込むため、光ファイバ部材１１０のＬＣＢ１１２よりも大き
い径を有している。また、基端１２２ａは、電子スコープ１を細径にするため、光ファイ
バ部材１１０の外皮部材１１４よりも小さい径を有している。
【００３０】
　ロッド本体部１２２は、光軸ＡＸと直交する光軸直交方向の断面積が単調減少（ここで
は線形に減少）する形状を有している。
【００３１】
　具体的には、ロッド本体部１２２は、基端１２２ａから先端１２２ｂ（図２中、一点鎖
線にて示された面領域）に向かって細くなる円錐台形状であり、側面が光軸ＡＸに対して
傾斜したテーパ面１２２ｃとなっている。そのため、光ファイバ部材１１０の射出端１１
０ａからロッド本体部１２２内に入射した光は、テーパ面１２２ｃにて全反射される毎に
、光軸ＡＸに対するテーパ面１２２ｃの角度に応じて広がり、広角な光となって、ロッド
先端部１２４へ伝送される。なお、以降において、「断面積」は、特に断りの無い限り「
光軸直交方向の断面積」を意味する。
【００３２】
　ロッド本体部１２２の形状には、種々の変形例が考えられる。概念的には、ロッド本体
部１２２は、基端１２２ａから先端１２２ｂに向かって断面積が増加する区間が無く且つ
少なくとも一部の区間で単調減少する、あらゆる形状を採り得る。
【００３３】
　例示的には、ロッド本体部１２２は、円錐台形状に代えて、四角錐等の多角錐形状や楕
円錘状に形成されてもよい。また、ロッド本体部１２２は、基端１２２ａから先端１２２
ｂに向かって非線形に単調減少する形状であってもよい。また、ロッド本体部１２２は、
基端１２２ａから先端１２２ｂに至る中で断面積が変わらない区間を一部含む形状であっ
てもよい。これらの形状を採用した場合にも、光ファイバ部材１１０の射出端１１０ａか
らロッド本体部１２２内に入射した光は、テーパ面１２２ｃにて全反射される毎に、光軸
ＡＸに対するテーパ面１２２ｃの角度に応じて広がり、広角な光となって、ロッド先端部
１２４へ伝送される。
【００３４】
　ロッド本体部１２２の先端１２２ｂ付近では、ロッド本体部１２２の断面積が小さい。
そのため、先端１２２ｂ付近では、ロッド本体部１２２内で伝送される光の密度が高くな
り、温度が高くなりやすい。本実施形態では、先端１２２ｂ付近における温度上昇による
弊害を避けるため、ロッド先端部１２４がロッド本体部１２２の前段に形成されている。
【００３５】
　ロッド先端部１２４は、光軸直交方向に対してロッド本体部１２２の先端１２２ｂより
も大きな径を有している。
【００３６】
　具体的には、ロッド先端部１２４は、先端１２２ｂよりも径の大きい円盤形状となって
いる。ロッド先端部１２４をロッド本体部１２２の前段に形成することにより、先端１２
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２ｂが体腔内に直に接触することによる熱傷等の可能性が排除される。また、ロッド先端
部１２４では、先端１２２ｂに対して径が拡げられているため、先端１２２ｂ付近で一旦
高まった光密度が低下する。そのため、ロッド先端部１２４の熱が大きく上昇することは
なく、ロッド先端部１２４の前面１２４ｂが体腔内に直に接触した場合にも熱傷等が起こ
り得ない。
【００３７】
　ロッド先端部１２４は、側面１２４ａが先端部１２内に接着等によって取り付けられて
いる。これにより、ロッド本体部１２２の基端１２２ａが光ファイバ部材１１０の射出端
１１０ａと密着した状態で導光ロッド部材１２０の全体が保持されて、先端部１２内に収
容されている。
【００３８】
　導光ロッド部材１２０は、製造コストを削減するため、樹脂成形品となっている。また
、導光ロッド部材１２０は、樹脂製とすることによる低ＮＡ化を避ける（言い換えると、
高ＮＡ化を達成する）ため、クラッドレス構造となっている。
【００３９】
　導光ロッド部材１２０をクラッドレス構造としたことにより、光ファイバ部材１１０の
射出端１１０ａからロッド本体部１２２内に入射した光が、ロッド本体部１２２のテーパ
面１２２ｃにて全反射せず、ロッド先端部１２４まで伝送されないことが懸念される。
【００４０】
　そこで、本実施形態では、テーパ面１２２ｃと先端部１２の内壁面１２ａとの間に、テ
ーパ面１２２ｃの全周に亘ってクリアランス２００（空気層）が形成されている。クリア
ランス２００を形成することにより、射出端１１０ａからロッド本体部１２２内に入射し
た光は、テーパ面１２２ｃにて全反射されてロッド先端部１２４へ伝送され、ロッド先端
部１２４の前面１２４ｂから先端部１２外に広角な光として射出（すなわち、患者の体腔
内の広い範囲に配光）される。
【００４１】
　ロッド先端部１２４は、ロッド本体部１２２の基端１２２ａと略同じ外径を有しており
、導光ロッド部材１２０の全体の中で光軸直交方向に対して最も大きい外形寸法を有して
いる。すなわち、導光ロッド部材１２０は、全体に亘り、光軸直交方向の外形寸法が光フ
ァイバ部材１１０の外皮部材１１４よりも小さい。そのため、内視鏡用照明光学系１００
は、配光レンズを備える従来タイプと比べて、光軸直交方向の外形寸法が小さくなってい
る。従って、内視鏡用照明光学系１００は、電子スコープ１の細径化に有利である。
【００４２】
　ロッド先端部１２４の形状には、種々の変形例が考えられる。概念的には、ロッド先端
部１２４は、光軸直交方向に対して全周に亘り、ロッド本体部１２２の先端１２２ｂより
も突出した、あらゆる形状を採り得る。
【００４３】
　例示的には、ロッド先端部１２４は、円盤形状に代えて、円盤をＤカットした形状や角
柱形状であってもよい。また、ロッド先端部１２４は、対称性を持つ形状に限らず、対称
性を持たない形状であってもよい。
【００４４】
　導光ロッド部材１２０は、ｄ線に対する導光ロッド部材１２０の屈折率をＮとし、ロッ
ド本体部１２２にて最も太い径をＤ１とし、ロッド本体部１２２にて最も細い径をＤ２と
し、ロッド先端部１２４の光軸ＡＸ方向の厚みをＬとした場合に、次の条件（１）及び（
２）
Ｎ＞１．４・・・（１）
１．０≦（Ｄ１・Ｌ）／Ｄ２≦３．０・・・（２）
を満たす構成となっている。
【００４５】
　一般的に考えると、光ファイバ部材１１０の射出端１１０ａから射出された光線は、４



(8) JP 2018-15250 A 2018.2.1

10

20

30

40

50

０°～６０°程度まで広がっている。ロッド本体部１２２には、これらの光線を少ない光
量損失で伝送することが要求される。条件（１）において「Ｎ」が右辺の値（＝１．４）
以下となる場合、これらの光線のうち、ロッド本体部１２２のテーパ面１２２ｃにて全反
射しないものが増加して光量損失が大きくなってしまう。
【００４６】
　本実施形態では、Ｎ＝１．５９となっており、条件（１）を満たす。条件（１）を満た
すことにより、光量損失が大きく発生することが避けられる。
【００４７】
　条件（２）において「（Ｄ１・Ｌ）／Ｄ２」が右辺の値（＝３．０）を上回る場合を考
える。この場合、例えば、径Ｄ１が大きすぎる構成や径Ｄ２が小さすぎる構成、厚みＬが
厚すぎる構成が考えられる。
【００４８】
　径Ｄ１が大きすぎる構成では、光ファイバ部材１１０の射出端１１０ａからの光線がテ
ーパ面１２２ｃに当たり難くなるため、広角な照射光が得られない。
【００４９】
　径Ｄ２が小さすぎる構成では、光線の角度が過度に大きくなり、テーパ面１２２ｃにて
全反射し難くなる。そのため、光線を少ない光量損失で伝送することが難しくなる。
【００５０】
　厚みＬが厚すぎる構成では、広角な照射光をロッド先端部１２４の前面１２４ｂから射
出するため、ロッド先端部１２４の径を大きくしなければならない。そのため、内視鏡用
照明光学系１００の細径化に不利になる。
【００５１】
　条件（２）において「（Ｄ１・Ｌ）／Ｄ２」が左辺の値（＝１．０）を下回る場合を考
える。この場合、例えば、径Ｄ２が大きすぎる構成や厚みＬが薄すぎる構成が考えられる
。
【００５２】
　径Ｄ２が大きすぎる構成では、光ファイバ部材１１０の射出端１１０ａからの光線がテ
ーパ面１２２ｃにて全反射されたときの角度の変化が小さいため、広角な照射光が得られ
ない。
【００５３】
　厚みＬが薄すぎる構成では、先端１２２ｂ付近で高まった光密度が十分に低下させるこ
とができず、ロッド先端部１２４の熱が高くなる虞がある。
【００５４】
　本実施形態では、Ｄ１＝１．０ｍｍ、Ｌ＝０．７ｍｍ、Ｄ２＝０．４１ｍｍとなってい
る。「（Ｄ１・Ｌ）／Ｄ２」は１．７１であり、条件（２）を満たす。条件（２）を満た
すことにより、上述した、条件（２）が満たされない場合の問題の発生が避けられる。
【００５５】
　以上が本発明の例示的な実施形態の説明である。本発明の実施形態は、上記に説明した
内容に限定されず、本発明の技術的思想の範囲において様々な変形が可能である。例えば
明細書中に例示的に明示される実施形態等又は自明な実施形態等を適宜組み合わせた内容
も本願の実施形態に含まれる。
【００５６】
　図３は、上記の実施形態の変形例１に係る内視鏡用照明光学系１００Ｍ１の構成を示す
断面図である。
【００５７】
　本変形例１に係る内視鏡用照明光学系１００Ｍ１は、ロッド先端部１２４が円柱と円錐
台とを組み合わせた形状を有する点以外、上記の実施形態に係る内視鏡用照明光学系１０
０と実質的に同じ構成となっている。
【００５８】
　本変形例１では、Ｎ＝１．５３３となっており、条件（１）を満たす。また、本変形例
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１では、Ｄ１＝１．０ｍｍ、Ｌ＝１．２ｍｍ、Ｄ２＝０．５ｍｍとなっている。「（Ｄ１
・Ｌ）／Ｄ２」は２．４０であり、条件（２）を満たす。
【００５９】
　図４（ａ）は、上記の実施形態の変形例２に係る内視鏡用照明光学系１００Ｍ２の構成
を示す断面図である。図４（ｂ）は、内視鏡用照明光学系１００Ｍ２を図４（ａ）の矢印
方向から見たときの図を示す。図４（ｂ）では、便宜上、電子スコープ１の先端部１２の
図示を省略する。
【００６０】
　本変形例２に係る内視鏡用照明光学系１００Ｍ２は、ロッド先端部１２４が円盤をＤカ
ットした形状である点以外、上記の実施形態に係る内視鏡用照明光学系１００と実質的に
同じ構成となっている。
【００６１】
　本変形例２では、Ｎ＝１．４９２となっており、条件（１）を満たす。また、本変形例
２では、Ｄ１＝１．０４ｍｍ、Ｌ＝０．５５ｍｍ、Ｄ２＝０．４ｍｍとなっている。「（
Ｄ１・Ｌ）／Ｄ２」は１．４３であり、条件（２）を満たす。
【００６２】
　本実施例２においては、ロッド先端部１２４をＤカットして断面積を小さくすることに
より、電子スコープ１の先端部１２のうち、少なくとも、ロッド先端部１２４周りを外装
する部分の径方向の寸法を小さくすることができる。
【００６３】
　図５（ａ）、図５（ｂ）の各図は、上記の実施形態の変形例３に係る内視鏡用照明光学
系１００Ｍ３の構成を示す断面図である。図５（ｃ）は、内視鏡用照明光学系１００Ｍ３
を図５（ａ）の矢印方向から見たときの図を示す。図５（ａ）は、図５（ｃ）のＡ－Ａ線
での断面を示す図であり、図５（ｂ）は、図５（ｃ）のＢ－Ｂ線での断面を示す図である
。図５（ｃ）では、便宜上、電子スコープ１の先端部１２の図示を省略する。
【００６４】
　本変形例３に係る内視鏡用照明光学系１００Ｍ３は、ロッド本体部１２２の断面形状が
、基端１２２ａにおいて円形状であり、かつ先端１２２ｂ側に近付くほどＡ－Ａ線上の軸
（短軸）に対してＢ－Ｂ線上の軸（長軸）がより一層長くなる（短軸に対する長軸の長さ
の比がより一層大きくなる）楕円形状となる点以外、上記の実施形態に係る内視鏡用照明
光学系１００と実質的に同じ構成となっている。
【００６５】
　本変形例３では、Ｎ＝１．４９２となっており、条件（１）を満たす。また、本変形例
３では、Ａ－Ａ線での断面においては、Ｄ１＝１．１ｍｍ、Ｌ＝１．０ｍｍ、Ｄ２＝０．
５４ｍｍとなっている。「（Ｄ１・Ｌ）／Ｄ２」は２．０４であり、条件（２）を満たす
。また、Ｂ－Ｂ線での断面においては、Ｄ１＝１．１ｍｍ、Ｌ＝１．０ｍｍ、Ｄ２＝０．
７ｍｍとなっている。「（Ｄ１・Ｌ）／Ｄ２」は１．５７であり、条件（２）を満たす。
【００６６】
　「（Ｄ１・Ｌ）／Ｄ２」は、Ａ－Ａ線での断面において最大値を取り、Ｂ－Ｂ線での断
面において最小値を取る。従って、Ａ－Ａ線及びＢ－Ｂ線以外の線での断面（光軸ＡＸと
直交する面内においてＡ－Ａ線及びＢ－Ｂ線と角度をなす線での断面）においては、「（
Ｄ１・Ｌ）／Ｄ２」は１．５７よりも大きくかつ２．０４よりも小さい値を取る。すなわ
ち、本変形例３では、何れの線での断面においても条件（２）が満たされる。
【００６７】
　本変形例１～３に示されるように、導光ロッド部材１２０は、様々な形状を採り得る。
本変形例１～３に係る内視鏡用照明光学系１００Ｍ１～１００Ｍ３においても、図３～図
５に示されるように、広角な照射光を射出することが可能でありつつも、配光レンズを備
える従来タイプと比べて、光軸直交方向の外形寸法が小さくなっており、電子スコープ１
の細径化に有利となっている。
【符号の説明】
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【００６８】
１　電子スコープ
１２　先端部
１２ａ　内壁面
１００　内視鏡用照明光学系
１１０　光ファイバ部材
１１０ａ　射出端
１１２　ＬＣＢ
１１４　外皮部材
１２０　導光ロッド部材
１２２　ロッド本体部
１２２ａ　基端
１２２ｂ　先端
１２２ｃ　テーパ面（側面）
１２４　ロッド先端部
１２４ａ　側面
１２４ｂ　前面

【図１】 【図２】

【図３】
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